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一 

 



石
狩
川
・
千
歳
川
流
域
の
水
害
対
策
は
緊
急
な
課
題
で
あ
り
、
総
合
的
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と 

 

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
北
海
道
開
発
庁
が
着
工
を
急
い
で
い
る
千
歳
川
放
水
路
計
画
に
つ
い
て
、
多
く
の
関
係
者 

 

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
疑
問
や
危
惧
に
対
し
、
開
発
庁
は
、
こ
の
計
画
の
調
査
・
検
討
内
容
を
部
分
的
に
し
か
公
表 

 

せ
ず
、
科
学
的
に
も
納
得
で
き
る
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
放
水
路
計
画
は
各
種
資
料
を
公
開
し
て
、
科
学
的
検 

 

討
を
尽
く
す
と
同
時
に
、
地
域
住
民
、
関
係
者
の
合
意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

石
狩
川
・
千
歳
川
の
緊
急
治
水
対
策
に
つ
い
て 

以
下
、
具
体
的
に
質
問
す
る
。 

千
歳
川
流
域
の
低
地
帯
の
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
中
小
河
川
の
改
修
促
進
や
排
水
機
場
の
整
備
、
石
狩
川
本 

 

流
の
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
現
河
川
の
改
修
、
整
備
こ
そ
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

千
歳
川
放
水
路
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



2 

八
八
年
の
河
川
審
議
会
の
答
申
は
超
過
洪
水
対
策
に
つ
い
て
従
来
の
治
水
工
法
に
一
定
の
見
直
し
を
提
起

し
て
い
る
。
政
府
は
、
石
狩
川
・
千
歳
川
流
域
の
中
で
、
遊
水
池
の
増
設
に
積
極
的
な
対
策
を
講
ず
る
考
え 

 

は
な
い
か
。 

1 
千
歳
川
流
域
の
低
地
帯
は
千
歳
川
の
計
画
高
水
位
よ
り
も
地
盤
が
低
い
た
め
、
洪
水
時
に
は
強
制
的
に
内 

水
排
除
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
長
沼
町
で
は
、
八
五
年
九
月
の
一
〇
九
ミ
リ
（
一
日
）
、
八
七
年
八
月 

 

の
一
五
六
ミ
リ
（
二
日
間
）
、
八
九
年
九
月
の
一
一
二
ミ
リ
（
二
日
間
）
、
九
〇
年
四
月
の
一
七
二
ミ
リ
（
二
日

間
）
程
度
の
雨
量
で
も
転
作
田
が
大
き
な
水
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
旧
夕 

 

張
川
な
ど
の
中
小
河
川
、
排
水
路
等
の
改
修
促
進
と
既
設
排
水
機
場
の
整
備
拡
充
、
新
た
な
排
水
機
場
の
増
設

こ
そ
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

あ
わ
せ
て
、
旧
夕
張
川
な
ど
中
小
河
川
、
排
水
路
等
の
改
修
、
排
水
機
場
の
増
設
拡
充
に
つ
い
て
、
当
面 

 
 

の
具
体
的
な
計
画
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



二 

放
水
路
の
水
門
操
作
及
び
地
盤
沈
下
等
に
つ
い
て 

3 

千
歳
川
流
域
の
大
規
模
な
ゴ
ル
フ
場
開
発
に
よ
っ
て
、
森
林
が
失
わ
れ
流
域
の
保
水
能
力
が
著
し
く
低
下 

し
、
水
害
発
生
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
治
水
対
策
の
強
化
を
言
い
な
が
ら
災
害
の
危
険
を
増
大
さ
せ
る 

 

ゴ
ル
フ
場
開
発
を
容
認
す
る
こ
と
は
明
ら
か
な
矛
盾
で
あ
る
。
治
水
対
策
上
こ
う
し
た
開
発
に
厳
し
い
規
制 

 

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

水
門
や
堰
の
位
置
は
洪
水
対
策
上
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
洪
水
時
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
操
作
さ
れ
る
か
に 

 
 

北
海
道
開
発
局
の
「
石
狩
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
」
に
は
、
遊
水
池
群
の
整
備
が
示
さ
れ
て
い
る
。
石

狩
川
・
千
歳
川
流
域
に
お
け
る
遊
水
池
群
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
河
川
断 

 

面
を
確
保
す
る
た
め
に
石
狩
川
下
流
部
、
河
口
部
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
し
ゅ
ん
せ
つ
の 

 

障
害
と
な
っ
て
い
る

JR

学
園
都
市
線
の
篠
路
拓
北
鉄
橋
の
架
替
え
を
促
進
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、 

そ
の
見
通
し
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

 



4 

放
水
路
へ
の
地
下
水
の
流
出
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
二
キ
ロ
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
わ
た
っ
て
地 

3 

放
水
路
は
、
平
常
時
、
水
位
を
水
深
二
メ
ー
ト
ル
に
保
つ
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
取
水
源
及
び
取
水 

 

量
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
祝
梅
川
等
の
水
を
流
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。 

2 

千
歳
川
放
水
路
計
画
の
締
切
水
門
、
呑
口
水
門
、
潮
止
堰
は
洪
水
時
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
基
準
で
操
作 

が
行
わ
れ
る
の
か
。 

1 
開
発
局
が
一
九
八
四
年
八
月
に
出
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
二
一
世
紀
の
流
れ
を
つ
く
る
千
歳
川
」
で
は
、
洪

水
時
に
石
狩
川
の
洪
水
が
千
歳
川
に
逆
流
し
、
低
平
地
に
氾
濫
浸
水
す
る
と
指
摘
し
、
八
一
年
八
月
の
洪
水 

 

で
は
千
歳
川
へ
の
逆
流
は
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
放
水
路
計
画
で
は
、
洪
水 

 

時
に
締
切
水
門
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
石
狩
川
本
流
の
江
別
か
ら
下
流
域
で
は
、
千
歳
川
に
逆 

 

流
し
て
い
た
流
量
の
分
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
災
害
の
危
険
が
増
大
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

よ
っ
て
治
水
効
果
、
環
境
に
大
き
く
影
響
す
る
。 

六 

 



三 

放
水
路
に
よ
る
農
業
、
漁
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

2 

掘
削
に
よ
る
農
地
の
つ
ぶ
れ
地
に
対
す
る
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
農
地
が
分
断 

さ
れ
る
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
が
、
農
地
の
交
換
、
代
替
地
と
し
て
苫
小
牧
の
植
苗
地
区
に
あ
る
酪
農
学
園
大 

 

1 

千
歳
川
放
水
路
計
画
は
幅
四
百
メ
ー
ト
ル
前
後
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
海
霧
が
現
在
よ
り
奥
深
く
侵
入 

し
て
く
る
と
予
測
さ
れ
る
。
し
か
し
開
発
庁
は
「
放
水
路
に
よ
る
地
形
変
更
は
極
小
で
あ
り
、
海
霧
の
侵
入 

 

を
助
長
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
」
と
断
言
し
て
い
る
。
長
沼
町
、
早
来
町
な
ど
は
、
冷
害
の
多
い
地
域
で
あ 

 
 

り
、
年
平
均
気
温
の
わ
ず
か
な
変
化
で
農
作
物
収
量
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
開
発
庁
は
何
を
根
拠 

 

と
し
て
こ
の
よ
う
に
断
言
で
き
る
の
か
。 

下
水
位
が
低
下
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
地
下
水
位
の
低
下
に
よ
っ
て
、
泥
炭
や
粘
土
層
が
分
布
す
る
と 

 
 

こ
ろ
で
は
地
盤
沈
下
が
発
生
す
る
。
予
測
さ
れ
る
地
盤
沈
下
の
範
囲
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
対
策
に
つ
い 

 

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



四 

美
々
川
・
ウ
ト
ナ
イ
湖
へ
の
影
響
と
対
策
に
つ
い
て 

4 

安
平
川
に
ベ
ニ
ザ
ケ
が
回
帰
し
、
漁
業
者
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
潮
止
堰
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ 

て
安
平
川
な
ど
貴
重
な
ベ
ニ
ザ
ケ
の
遡
上
河
川
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
シ
シ
ャ
モ
な
ど
は
再 

 

生
産
の
場
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

3 
掘
削
土
は
一
億
二
千
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
が
、
膨
大
な
掘
削
土
の
処
分
地
別
の
処
分
量
を
明
ら
か 

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
掘
削
土
の
大
部
分
は
泥
炭
、
火
山
灰
と
み
ら
れ
る
が
、
盛
土
し
た
あ
と
農
地
と
し 

 
 

て
使
用
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
千
歳
市
の
駒
里
地
域
の
農
地
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
っ
て
掘
削
土
を
五 

 
 

メ
ー
ト
ル
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
積
み
上
げ
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
か
。 

学
用
地
の
一
部
を
あ
て
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。 

美
々
川
流
域
を
含
む
ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺
の
湿
原
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
自
然
環
境
の
保
全
は
北
海
道
民
の

願
い
で
あ
り
、
納
得
で
き
る
環
境
保
全
対
策
が
な
け
れ
ば
関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。 八 

 



2 

開
発
庁
は
、
放
水
路
に
よ
る
地
下
水
の
流
失
が
あ
る
た
め
、
美
々
川
源
流
部
で
影
響
す
る
分
は
〇
・
三
ト 

 

ン
（
毎
秒
）
か
ら
〇
・
五
ト
ン
（
毎
秒
）
と
し
て
、
こ
の
分
を
上
流
部
で
補
給
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
水
量 

 

1 
美
々
川
流
域
は
、
北
海
道
の
優
れ
た
自
然
地
域
に
指
定
さ
れ
、
環
境
庁
の
自
然
環
境
調
査
で
も
準
特
定
植 

物
群
落
（
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
自
然
林
）
の
指
定
を
受
け
て
い
る
優
れ
た
湿
原
植
生
域
で
あ
る
。
昆
虫
類
も
豊

富
で
標
本
昆
虫
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
特
定
昆
虫
の
エ
ゾ
ル
リ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
セ
ス
ジ
ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ
、 

 

フ
タ
モ
ン
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。
下
流
の
ウ
ト
ナ
イ
湖
は
日
本
で
も
有
数
の
水
鳥
の
中
継 

地
で
あ
る
。
既
に
、
七
三
年
十
二
月
に
環
境
庁
自
然
保
護
局
長
と
北
海
道
知
事
と
の
間
で
、
美
々
川
流
域
を 

 

含
む
ウ
ト
ナ
イ
湖
と
そ
の
周
辺
の
湿
地
帯
に
つ
い
て
「
将
来
に
わ
た
っ
て
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
鳥 

獣
保
護
区
の
特
別
保
護
区
等
を
設
定
す
る
方
針
」
で
あ
り
、
美
々
川
水
系
に
「
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
用
水

取
得
は
行
わ
な
い
方
針
」
で
あ
る
と
の
了
解
事
項
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
了
解
事
項
に
沿
っ
た
環
境
保 

 

全
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

九 

 



五 

地
域
住
民
、
関
係
者
と
の
合
意
に
つ
い
て 

1 

開
発
庁
は
八
四
年
五
月
に
地
元
自
治
体
や
地
域
住
民
に
対
し
、
放
水
路
の
候
補
と
し
て
三
ル
ー
ト
を
調
査 

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
ず
か
二
カ
月
後
に
は
当
時
の
稻
村
佐
近
四
郎
開
発
庁
長
官
が 

3 

美
々
川
は
支
流
の
少
な
い
川
で
あ
り
、
そ
の
水
の
多
く
は
全
流
域
で
馬
追
山
系
の
地
下
水
に
よ
っ
て
涵
養 

さ
れ
て
い
る
。
美
々
川
に
流
入
す
る
地
下
水
量
の
す
べ
て
を
補
給
し
な
け
れ
ば
美
々
川
は
保
全
さ
れ
な
い
の 

で
は
な
い
か
。 

放
水
路
計
画
の
ル
ー
ト
選
定
に
は
、
多
く
の
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
放
水
路
計
画
に
関
す
る
資
料 

 
 

も
部
分
的
に
し
か
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
合
意
と 

 

理
解
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

は
何
を
根
拠
に
し
て
算
定
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
法
で
補
給
す
る
の
か
。
そ
の
取
水
源
も
明
ら 

 
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
〇 

 



2 

放
水
路
計
画
に
対
し
て
、
農
業
経
営
が
脅
か
さ
れ
る
農
家
が
強
く
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、
北
海 

道
漁
業
団
体
公
害
対
策
本
部
が
サ
ケ
漁
業
や
苫
小
牧
沖
海
域
で
の
漁
業
へ
の
影
響
か
ら
反
対
の
申
入
れ
を
行 

い
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
環
境
保
全
を
求
め
る
自
然
保
護
諸
団
体
も
反
対
の
意
志
表
示
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う 

 

に
放
水
路
計
画
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
、
関
係
者
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
到
底
い
え
な
い
。
中
海
・ 

 
 

宍
道
湖
淡
水
化
事
業
は
、
地
域
住
民
の
長
年
に
わ
た
る
反
対
運
動
に
よ
り
、
工
事
途
中
に
し
て
中
止
せ
ざ
る 

 

を
得
な
か
っ
た
。
現
に
着
工
さ
れ
て
い
る
長
良
川
河
口
堰
建
設
を
め
ぐ
っ
て
も
全
国
的
な
反
対
運
動
が
起
き 

て
い
る
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
経
験
か
ら
教
訓
を
く
み
と
り
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
漁
業
者
や
自
然
保
護 

 
 

「
年
内
に
ル
ー
ト
を
決
め
る
」
と
発
言
し
、
十
二
月
に
は
河
本
嘉
久
蔵
開
発
庁
長
官
が
「
こ
れ
ま
で
の
検
討
結

果
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
開
発
局
と
し
て
は
今
後
東
ル
ー
ト
を
中
心
に
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
た
い
」
と 

 

発
表
し
た
。
こ
の
と
き
河
本
長
官
が
述
べ
た
「
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
」
及
び
「
総
合
的
に
判
断
」
し
た
内
容
と

は
い
か
な
る
も
の
か
。 

一
一 

 



 

一
二 

団
体
な
ど
関
係
者
の
合
意
な
し
に
は
、
千
歳
川
放
水
路
計
画
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
工
事
着
工
に
入
っ
て 

 
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 

 


